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はじめに 15 年間進化を続けている同一 Software に

関する事例報告である．Software も機能追加を繰り返し，

大幅に進化した．加えて，その Softwareに関わる人々の

活動や，それらを支える多様な構成要素も進化を遂げた．

本報告では，Software そのものの変化の歴史では無く，

それをとりまく周辺活動の変化に焦点をあて，進化の推

移を報告したものである． 

Software Evolution の考え方  私の考える
Software Evolution とは  「事業を継続するための 

Software にかかわる活動全般」を言う．Software と直接

関わる活動全てを含み，かつ，Software への間接的な

活動も含めるのが，私の考えだ．間接的なものとは，教

育・組織・営業・事業戦略など周辺の活動全てを言う．

Software 周辺には Software そのものに影響を与える

様々な活動があり，複雑に関連している．それらに境界

を設け無視することは出来ない．相互依存[1]の関係であ

る． 

タイトルについて 本事例では，保守と開発は相互依
存で一体の関係と捉え，Software Evolution として表現

している．しかし，一般的には理解されにくいと考え，分

かり易さのために「保守と保守開発における」を追加し

た．

進化の背景 我々の活動は全て相互依存で実現され
ている．自身の変化がさらなる変化の連鎖を生む複雑な

世界．加えて，今は変化の速い VUCA 時代．短時間で

前提が大きく変わるなど，素早い変化・適応が求められる．

今回の Software Evolution の事例は，環境が大きく変

化する過程で，我々が生き残るために真剣に取り組んだ

結果として，こういうかたちになったという一例である．気

づけば，全員のセンサーでしなやかに全体最適に向け

て進化する，アメーバのような活動体になった．現在も好

循環の成長サイクルが持続できている． 

報告上の工夫 Software Evolution には段階があり，

それぞれに特徴があった．それらを可視化するために，

タックマンモデル[3][4]を用いて説明した．

進化の推移 キーワードは「相互依存」，「共感」，「ソ
フトの S・ハードの S」[2]の 3 つ．成立期→動乱期は，個

人仕事が中心であり，チーム同士の相互依存関係が薄

かった．そこを壊し，助け合いを通じて共感を創り，相互

関係を生み出した．その共感を通じてソフトのＳに働きか

けつつ，ハードの S を生み出す活動を行った．具体的に

は，共感をコーディネートしながらソフトのＳを育み，成果

物やプロセスの共通化を通じて，ハードのＳを揃える．大

事なことは，ハードのＳを現場で生みだしたことであり，共

感の無いトップダウンで与えたハードのＳに従わせてはい

ないことだ．ここではかなりの時間と忍耐を必要とした．急

激な成長は期待できないので，小さな成果を積み上げて

いくしかない．あきらめずに改善活動を継続する．気づく

と，様々な部分で徐々に効果が出てくる．ついに改善の

効果を全員が実感できるようになる．さらに改善のアクセ

ルが踏まれる．共感と改善の好循環が生まれる．ここが

動乱期→安定期に移った状態だ．その後も，改善と共感

の好循環を止めない運営を続けた．特に，安定期以降

は，ツール活用を推進し，さらなる進化を加速した．ふり

かえりの時間を増やし，KPT を推進することで，自然と改

善が進んだ．気づけば，遂行期に移行していた．

最後に 常に，成果にはタイムラグがある[1]ことを理解

し，第 5水準のリーダーシップ[5]やコッターの8段階変革

プロセス[6]などのリーダーシップを継続することが大事．

U 理論[7]の co-evolution プロセスは非常に参考になる．

現在は，「答えのない勉強会」を加えて，改善と共感の好

循環を維持する努力を行っている． 
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